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平成 27年度　一般会計予算　380億 6129万円平成 27年度　一般会計予算　380億 6129万円 前年度比
15億617万円減

支出収入

前年度比
1億1249万円増

市税　153億5398万円
所得・土地・家屋・たばこ等に対する税

前年度比
5億1800万円増

地方消費税交付金　14億8700万円
消費税の市への割り当て分

前年度比
10億596万円増

前年度比
5000万円減

地方交付税　33億円
国からもらうお金

繰入金　21億9407万円
基金からの繰入れ

前年度比
13億2920万円減

建設に係る事業債　34億2830万円
建設に関する借入れ

前年度比
32億2240万円減

前年度比
7473万円増

人件費　56億3321万円
職員の給与など

前年度比
7億9037万円増

扶助費　87億8797万円
生活援助に要する経費

前年度比
3億5332万円増

公債費　32億9725万円
借入れの返済

普通建設事業費　59億8845万円
建設に関する費用

前年度比
7億6414万円減

繰出金　27億9683万円
特別会計への繰出し

主なもの

　
平
成
27
年
第
１
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
当
初
予
算

を
は
じ
め
、
39
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
は
、
１
時
間
10
分
に
わ
た
っ
た
市
長
施
政

方
針
、
そ
れ
に
対
す
る
各
会
派
か
ら
の
質
疑
、
15
人
の

議
員
に
よ
る
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
の
ほ
か
、
各
常

任
委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
、
各
予
算
案
・
各
条
例
案

を
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
追
加
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
ふ
じ
み
野
市

立
保
育
所
の
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正
の
直
接

請
求
は
、賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。（
７
ペ
ー
ジ
）

平
成
27
年　

第
１
回
定
例
会
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●
主
な
質
疑

市
税
の
確
保

市
税
の
増
収
要
因
は
。

戸
建
て
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ

ン
の
建
設
な
ど
の
増
加
に
よ
っ

て
、
個
人
市
民
税
約
５
８
０
０

万
円
の
増
収
、
均
等
割
及
び
法

人
税
割
の
納
税
義
務
者
の
増

加
に
よ
っ
て
法
人
市
民
税
約
６

０
０
万
円
の
増
収
。
市
税
全
体

で
は
約
１
億
１
２
０
０
万
円
の

増
収
を
見
込
ん
で
い
る
。

財
政
状
況

今
後
の
財
政
状
況
の
見

通
し
は
。

本
市
は
人
口
11
万
人
を

超
え
る
都
市
と
し
て
成
長
を

続
け
て
お
り
、
合
併
に
よ
る
効

率
的
な
行
政
運
営
に
よ
り
、
比

較
的
健
全
な
財
政
状
況
を
維

持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
公
共

施
設
の
老
朽
化
対
策
、
人
口
減

少
や
超
高
齢
社
会
の
到
来
に

伴
う
追
加
事
業
の
対
応
が
求

め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
今
後
は
、

繰
上
償
還
の
実
施
や
減
債
基

金
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
後
年

度
の
公
債
費
負
担
を
減
ら
し

て
い
き
た
い
。

後
年
度
負
担
軽
減

繰
上
償
還
の
効
果
は
ど

の
程
度
か
。

４
月
中
に
繰
上
償
還
を

す
る
場
合
に
は
１
４
０
０
万
円

程
度
の
利
息
軽
減
を
見
込
ん

で
い
る
。

合
併
特
例
債

合
併
特
例
債
の
活
用
が

多
く
見
込
ま
れ
て
い
る
。
平

成
28
年
度
以
降
を
意
識
し
な

が
ら
、
新
市
建
設
計
画
に
付

随
し
た
合
併
特
例
期
間
延
長

の
議
論
は
。

新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て

は
現
在
作
成
中
で
、
予
算
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
事
業
見

込
み
を
し
て
い
る
。
合
併
特
例

債
の
発
行
上
限
額
の
２
７
２
億

円
に
達
す
る
か
ど
う
か
、
他
の

起
債
に
切
り
替
え
ら
れ
る
か
、

起
債
に
頼
ら
な
い
で
基
金
で
対

応
で
き
る
も
の
が
あ
る
か
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
続
け

て
い
る
。
今
後
の
議
会
で
提
案

し
た
い
。

庁
舎
間
の
移
動

支
所
・
本
庁
の
連
絡
バ

ス
の
今
後
は
。

3　
17市誕生10 周年 間近！

◆
議
案
に
対
す
る
質
疑

誠

風

会
小
高

　
時
男
　

議
員

信

政

会
西

　
　
和
彦

　

議
員

公

明

党
堀
口

　
修
一

　

議
員

日
本
共
産
党
塚
越

　
洋
一
　

議
員

　当初予算は前年度比3.8％減の約380億円となりましたが、広域ごみ処理施設整
備事業等の予算前倒し分の約34億円を考慮すると、その実態として過去最大規模
の予算編成です。施策別に見ると、市誕生10周年記念事業費をはじめ、民間保育
園整備費補助や児童発育・発達支援センターの運営経費、単身高齢世帯対策や福
祉総合支援事業など、子どもから高齢者に至るまで、きめ細かな予算編成となって
います。

特徴平成 27年度一般会計　予算案の

連
絡
バ
ス
の
利
用
実
態

と
し
て
、
１
便
あ
た
り
１
・
25

人
で
年
間
１
５
０
０
万
円
の
費

用
が
か
か
る
。
今
後
は
、
必
要

が
あ
る
場
合
に
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
を
配
付
す
る
な
ど
、

ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
対

応
し
て
い
く
。

ご
み
の
減
量

生
ご
み
処
理
機
の
﹁
ベ

ラ
ン
ダ 

de 

キ
エ
ー
ロ
﹂
は
よ

い
施
策
。
周
知
は
。

平
成
25
年
度
か
ら
モ
ニ

タ
ー
の
皆
さ
ん
に
実
際
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
デ
ー
タ
を
集

め
、
昨
年
度
か
ら
導
入
と
な
っ

た
。
２
０
０
基
の
設
置
を
目
標

に
し
て
い
る
が
、
現
在
１
６
５

基
。
環
境
フ
ェ
ア
や
産
業
ま
つ

り
な
ど
で
、
さ
ら
に
周
知
を
図

り
た
い
。

東
口
駅
前
整
備

上
福
岡
駅
東
口
駅
前
整
備

の
今
後
は
。

平
成
27
年
度
で
建
物
調

査
と
不
動
産
鑑
定
が
終
わ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
平
成
28
年
度
に
整
備
手
法

の
検
討
に
入
り
、
少
し
ず
つ
手

が
け
て
い
き
た
い
。

延
長
保
育
料

公
立
で
も
民
間
で
も
通

常
の
保
育
料
は
一
緒
だ
が
、

延
長
保
育
料
は
異
な
る
。
見

直
し
は
。

民
間
保
育
所
に
お
け
る

延
長
保
育
料
の
基
準
と
な
る

経
費
や
算
出
方
法
が
把
握
し

き
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
公

立
・
民
間
を
問
わ
ず
、
入
れ
た

園
に
よ
っ
て
負
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
経
費
が
違
う
と
い
う

の
は
好
ま
し
く
な
い
。
民
間
保

育
所
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
延

長
保
育
料
単
価
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

遠
隔
手
話
通
訳

遠
隔
手
話
通
訳
用
タ
ブ

レ
ッ
ト
が
予
算
計
上
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
役
割
は
。

手
話
通
訳
士
の
資
格
を

持
つ
正
規
職
員
が
い
る
が
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
も
兼
ね
て
い

1 月 5 日から業務がスタートした本庁
舎増築棟。引き続き、平成 28 年 3 月
まで本庁舎既存棟の改修及び駐車場の
整備などが行われます。

◆
施
政
方
針
に
対
す
る
質
疑

誠

風

会
福
村

　
光
泰
　

議
員

信

政

会
鈴
木
啓
太
郎

　

議
員

公

明

党
堀
口

　
修
一
　

議
員

日
本
共
産
党
塚
越

　
洋
一
　

議
員

今
号
は
、
議
員
全
員
の
顔
写
真
が
、
１
ヵ
所
ず
つ
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

開会を告げる
大築　守議長

総括質疑を行った議員

る
の
で
外
出
し
て
い
て
窓
口
に

い
な
い
時
が
あ
る
。
そ
の
時
に
、

聴
覚
障
が
い
者
の
方
が
窓
口
に

み
え
る
こ
と
を
想
定
し
、
外
出

し
て
い
て
も
対
応
が
で
き
る
よ

う
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
す
る
。

高
齢
世
帯
支
援

単
身
高
齢
世
帯
が
増
え

て
い
る
。
し
か
し
、
緊
急
通
報

等
支
援
事
業
の
予
算
が
減
額

と
な
っ
て
い
る
。
要
因
は
。

対
象
世
帯
に
通
報
装
置

を
設
置
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に

消
防
署
へ
と
つ
な
い
で
い
る
。

こ
の
機
器
は
新
規
で
５
年
間
使

用
し
、
継
続
す
る
場
合
は
同
じ

機
器
を
４
年
使
用
す
る
。
そ
の

た
め
、
新
規
設
置
と
継
続
設

置
と
で
単
価
が
異
な
る
。
対
象

世
帯
へ
の
充
足
が
図
ら
れ
、
継

続
設
置
が
多
く
な
り
、
予
算

減
と
な
っ
て
い
る
。

福村　光泰議員 鈴木啓太郎議員 堀口　修一議員

小高　時男議員塚越　洋一議員 西　　和彦議員

誰もが住みやすいまちに向け
きめ細かな予算編成

仙 田　 定

議 員 逝 去

仙
田
定
議
員
が
、
４
月
10
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
故
仙
田
議
員

は
、
平
成
23
年
の
初
当
選
以
来
、
市
民
・
都
市
常
任
委
員
会
副
委

員
長
を
務
め
る
な
ど
、
市
政
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

︵
故
仙
田
議
員
の
一
般
質
問
は
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
︶
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●
主
な
質
疑

10
周
年
功
労
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

現
在
、
本
市
で
は

表
彰
制
度
が
定
め
ら
れ

て
い
な
い
た
め
、
10
周

年
を
契
機
に
制
度
を
設

け
て
い
き
た
い
。

対
象
者
の
想
定

は
。

功
労
に
対
す
る
表

彰
の
ほ
か
、
善
行
に
対

す
る
表
彰
、
特
別
表
彰

を
考
え
て
い
る
。
功
労
に
つ

い
て
は
、
地
方
自
治
の
貢
献

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
想
定
を
し

て
お
り
、
な
る
べ
く
多
く
の

方
を
表
彰
し
て
い
き
た
い
。

10
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
と
は
。

﹁
あ
っ
た
か
い
ふ
じ
み

野
市
﹂
の
イ
メ
ー
ジ
と
合
う

著
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招

い
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業

　

市
誕
生
か
ら
10
周
年
を
記
念
し
、
愛
着
あ
る

ま
ち
と
し
て
次
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
、

新
規
事
業
の
み
な
ら
ず
、
既
存
の
事
業
へ
も
さ

ま
ざ
ま
な
企
画
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

愛
着
の
あ
る
ま
ち
へ

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
展
開

まちづくり

●
主
な
質
疑

平
成
26
年
度
実
施
の
検

討
業
務
の
結
果
は
。

定
時
定
路
線
を
基
本
と

し
た
デ
マ
ン
ド
交
通
と
の
組

み
合
わ
せ
を
は
じ
め
、
公
共

施
設
利
用
に
重
視
し
た
見
直

し
、
鉄
道
や
路
線
バ
ス
と
の

接
続
に
よ
る
広
域
的
な
移

動
、
利
便
性
の
向
上
な
ど
の

改
善
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

運
行
の
目
的
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

合
併
以
前
に
旧
大
井
町

で
運
行
し
て
い
た
2
台
の
バ

ス
を
そ
の
ま
ま
市
内
全
域
に

拡
大
し
た
こ
と
か
ら
、
目
的

の
明
確
化
も
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
今
回
の
見
直
し
の
中

で
、
詳
細
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

市
内
循
環
バ
ス
の
見
直
し

　

移
動
手
段
の
確
保
や
外
出
し
や
す
い
交
通
体
系

を
構
築
す
る
た
め
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

見
直
し
が
図
ら
れ
ま
す
。

広
域
的
な
利
便
性
も

考
慮

交通

●
主
な
質
疑

児
童
発
育
・
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
は
社
会
福
祉
法
人

に
任
せ
る
と
い
う
こ
と
で
運

営
費
補
助
金
が
支
出
さ
れ
て

い
る
が
、
行
政
と
の
か
か
わ

り
は
。本

セ
ン
タ
ー
は
障
が
い

福
祉
課
が
主
管
し
、
保
健
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
の
健
診
時

に
、
発
育
に
心
配
が
あ
る
と

相
談
を
受
け
た
場
合
、
保
健

師
が
本
セ
ン
タ
ー
に
つ
な

ぐ
、
あ
る
い
は
子
育
て
支
援

課
で
同
様
の
相
談
が
あ
れ
ば

そ
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
本

セ
ン
タ
ー
に
つ
な
ぐ
と
い
っ

た
連
携
を
と
り
、
ど
の
よ
う

な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
を
毎
月

確
認
す
る
運
営
を
行
う
。

児
童
発
育
・
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

　

お
子
さ
ん
の
発
育
・
発
達
に
不
安
を
感
じ
た
ら

⋯
⋯
。
専
門
的
な
相
談
に
応
じ
た
り
、
療
育
支
援
も

受
け
ら
れ
る
児
童
発
育
・
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
が
フ

ク
ト
ピ
ア
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
市
の
機
関
や
医
師

と
の
連
携
体
制
も
整
い
ま
し
た
。

専
門
的
な
支
援
や

相
談
に
対
応

福祉

●
主
な
質
疑

引
き
こ
も
り
な
ど
の

ケ
ー
ス
で
将
来
的
な
福
祉
的

ニ
ー
ズ
は
相
当
数
あ
る
が
、

福
祉
総
合
支
援
チ
ー
ム
は
、

相
談
者
の
と
こ
ろ
へ
出
向
い

て
行
う
ア

※

ウ
ト
リ
ー
チ
、
あ

る
い
は
寄
り
添
い
型
の
支
援

は
で
き
る
の
か
。

こ
の
チ
ー
ム
は
相
談
者

の
問
題
解
決
に
向
け
て
動
き

継
続
的
な
支
援
を
目
的
と
す

る
。
面
談
を
は
じ
め
訪
問
活

動
、
専
門
部
局
や
他
の
関
連

機
関
と
も
連
携

し
、
事
例
研
究
に

よ
る
ス
キ
ル
の
向

上
を
目
指
す
。
引

き
こ
も
り
な
ど
の

事
例
に
対
し
て

は
、
家
族
問
題
や

経
済
的
困
窮
な
ど

複
合
的
な
背
景
を

踏
ま
え
、
と
も
に

理
解
し
て
解
決
に

あ
た
り
た
い
。

福
祉
総
合
支
援
事
業

　

市
民
相
談
室
が
市
民
総
合
相
談
室
と
名
称
が
変

わ
り
、
複
合
的
な
相
談
支
援
が
必
要
な
ケ
ー
ス
は

福
祉
総
合
支
援
チ
ー
ム
が
担
当
し
ま
す
。
複
数
の

行
政
機
関
を
結
ぶ
新
た
な
地
域
福
祉
の
体
制
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

新
た
な
地
域
福
祉
の

体
制
が
ス
タ
ー
ト

福祉

●
主
な
質
疑

待
機
児
童
対
策
と
し
て

保
育
所
が
増
え
る
の
は
う
れ

し
く
思
う
が
、
子
育
て
の
整

備
計
画
で
は
平
成
28
年
度
は

１
増
と
さ
れ
て
い
た
。
４
つ

に
し
た
理
由
は
何
か
。

市
の
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
計
画
を
策
定
し
た
段
階

で
の
予
想
を
大
き
く
上
回
る

子
育
て
世
代
の
本
市
へ
の
転

入
が
見
ら
れ
、
保
育
所
へ
の

入
所
申
込
者
数
が
昨
年
度
に

比
べ
１
５
０
人
も
増
え
て
い

る
。
加
え
て
耐
震
強
度
不
足

の
保
育
所
か
ら
移
っ
て
い
た

だ
く
必
要
も
あ
り
、
良
質
で

安
心
な
保
育
を
提
供
す
る
に

は
、
計
画
よ
り
も
増
や
す
必

要
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

民
間
保
育
園
整
備
費
補
助

　

人
口
増
加
が
県
内
第
３
位
に
な
る
な
ど
、
特
に

若
い
子
育
て
世
代
が
増
加
し
て
、
保
育
園
を
求
め

る
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
27
年
度
の
３

園
に
続
き
、
平
成
28
年
度
に
は
新
た
に
４
つ
の
認

可
保
育
園
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

良
質
で
安
心
な
保
育

の
た
め
４
園
増
へ

保育

●
主
な
質
疑

大
井
弁
天
の
森
の
面
積

と
、
そ
の
う
ち
の
市
有
地
・

民
地
の
内
訳
は
。

全
体
の
面
積
は
３
万
１

３
０
０
㎡
と
な
っ
て
い
て
、

こ
れ
ま
で
に
１
万
２
８
０
１

㎡
を
取
得
し
て
き
た
。
残
る

民
地
は
１
万
４
９
６
３
㎡
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
そ
の

他
の
面
積
は
道
路
や
水
路
な

ど
と
い
っ
た
施
設
に
な
る
。

今
後
、
ど
の
よ
う
に
用

地
取
得
を
し
て
い
く
の
か
。

未
取
得
と
な
っ
て
い
る

民
地
を
特
別
緑
地
保
全
地
区

と
し
て
都
市
計
画
決
定
を
行

い
、
計
画
的
に
用
地
取
得
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

緑
地
管
理
事
業

　
　
　
　
　

大
井
弁
天
の
森
用
地
取
得

　

ラ
ジ
オ
体
操
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
運
動
の

場
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
、
高
齢
者
の
憩
い
の
場

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
貴
重
な
緑
地
を
、
将
来
に

わ
た
り
存
続
さ
せ
る
た
め
、
用
地
取
得
を
進
め
ま
す
。

大
井
弁
天
の
森
の

　

賑
わ
い
を
い
つ
ま
で
も

環境

市誕生10周年記念を祝う

ふじみ野市ＰＲ大使「ふじみん」

市内循環バス

児童発育・発達支援センター大井弁天の森の外観

※アウトリーチ…援助が必要な人々に対して、公共機関などが積極的に働きか
けて支援の実現を目指すこと。
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西・亀居  両保育所の存続
賛成少数で否決

ふじみ野市立保育所の設置及び管理条例の一部改正

この条例案は地方自治法第74条に基づく直接請求（住

民の 50 分の１以上の署名による条例の改廃請求）に

よって、提案されたものです。

ふじみ野市議会で直接請求による議案が審議された

初めてのケースとなりました。

平成27年度 一般会計予算討論
賛成多数で可決

●
主
な
質
疑

待
機
児
童
は
２
０
０
名

を
超
え
て
い
る
の
か
。

待
機
児
童
の
見
込
み
数

は
現
在
18
名
と
な
っ
て
お
り
、

昨
年
同
時
点
の
24
名
よ
り
も

少
な
い
。

　

な
お
、
認
可
保
育
所
へ
の
入

所
を
希
望
し
て
入
れ
な
か
っ
た

児
童
は
２
０
５
名
で
内
訳
は
育

休
中
・
休
職
中
な
ど
の
家
庭
の

児
童
１
３
７
名
、
家
庭
保
育
室
・

幼
稚
園
で
保
育
を
受
け
ら
れ

る
児
童
46
名
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。

な
ぜ
枚
方
市
の
工
法
を

十
分
検
討
し
な
か
っ
た
の
か
。

市
で
は
埼
玉
建
築
設
計

監
理
協
会
に
よ
る
軽
量
鉄
骨

造
の
耐
震
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
基
づ
い
て
耐
震
補
強
を
行

う
方
針
で
あ
る
。
枚
方
市
の

工
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
た

が
、
必
要
と
な
る
第
三
者
機

関
の
評
価
を
得
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
判
断
し
た
。

●
討
論

子
ど
も
へ
の
安
心
・

安
全
が
最
優
先
。
保

育
の
継
続
も
な
さ
れ
て
い
る
。

公
民
対
立
で
な
く
、

保
育
の
質
を
守
る
議

論
の
場
を
つ
く
る
べ
き
。

子
ど
も
の
命
を
守
る

の
が
最
優
先
。
耐
震

化
を
急
ぐ
べ
き
。

安
全
第
一
。
児
童
は

別
の
安
全
な
施
設
へ

の
転
園
準
備
が
進
ん
で
い
る
。

枚
方
市
の
工
法
は
全

国
的
に
確
立
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
。

公
立
は
保
育
の
水
準

保
持
に
必
要
。
国
に

公
立
へ
の
補
助
を
求
め
よ
。

●
審
議
の
結
果

　

賛
成
少
数
で
否
決

平成 27年
２月 13 日

請求代表者から選挙管理委員会に西・亀居
保育所廃止に反対する署名簿（総数：2443人）
が提出される。

３月５日
選挙管理委員会において審査の結果、署名
の効力（総数：2338人）が確定する。

３月 12日
市長はそれを受けて「ふじみ野市立保育所の
設置及び管理条例の一部を改正する条例」案
に意見を付して３月定例会に提出する。

３月 17日
３月定例会において、同条例案が賛成少数
で否決される。

賛
成

反
対

反
対

反
対

反
対

反
対

廃止となった西保育所

議案審議までの経過

　新たな認可保育所に向けた運営費、整備費補助や、

児童発育・発達支援センターの開設などの子育て支援

事業に加え、「元気・健康都市宣言」に係る健康づくり

事業、市制10周年関連事業など、さまざまな事業展開

の計画や、我が会派が指摘している運動公園の整備に

関する予算措置も行われており、大きく評価するもので

ある。

誠風会　小高時男議員 
「あったかいふじみ野市」を目指した
事業展開を評価

賛
成

　人口増に伴う市税の増収だけでなく、徴収率も向上

している。部局長マネジメント力の発揮などの新たな手

法が取り入れられ、主体的な予算措置が組み込まれた。

各事業のスクラップ・アンド・ビルドも進められ、今後

も経営的視点に立ち、多様化する行政ニーズ、課題の

解決にスピード感をもって対応することを要望する。

信政会　島田典朗議員

各分野への適切な積極的予算編成を
評価

賛
成

　本年は市制10周年の佳節を迎え、次の20周年へ向

けての大きな節目にしていかなければならない。各事業

において、市民一人ひとりの声に耳を傾けていくという

思いが重要。その意味で、福祉総合支援チームの設置

を評価するものである。10周年を起点として「我がふ

るさと　ふじみ野市」としてさらに実感できるよう、まち

づくりに邁進されることを期待する。

賛
成

　急激な民営化が進められ人件費は減少したが、委託

料は増え続けている。合併特例措置の終了後、不足す

る財源に充当すると言って、受益者負担の名の下に市民

の負担を増やして各種基金を「ためこむ」ことで数年間

はもつが、基金は使ってしまえばそれで終わりだ。基金

の有効活用で、市民の願いに積極的に応えるべきだ。

日本共産党　塚越洋一議員

基金の有効活用を
反
対

　開発による人口増で市税の増収が見込まれている。

今後も安定した自主財源の確保に努めてほしい。市内

循環バスは、民間とは別に、あえて行政がバスを運行

する目的を明確にすべきだ。協働事業は、行政からの

押しつけにならないように留意してほしい。福祉分野

では、個人の事情に応じたきめの細かい行政サービス

が期待できる。

かがやき 21　五十嵐正明議員

きめの細かい行政サービスに期待
賛
成

　減債基金を活用した繰上償還や交付金削減の回避

は評価できる。今後も慎重敢
か ん い

為な行財政運営に努めら

れたい。また、児童発育・発達支援センターや放課後

児童クラブの建設など、次世代を担う子どもたちへの

各施策も評価できる。全ての施策が11万市民の笑顔

につながり、誰しもにとって住みやすいまちになるこ

とを期待して、賛成とする。

無所属　小林憲人議員

後年度負担の軽減と子どもたちへの
各施策を評価

賛
成

　歳入では市税増収による安定した自主財源の確保と

収納率アップが評価できる。歳出では、新設保育園の

運営費など子育て支援策の拡充や地方創生のベースと

期待する企業誘致・交通体系調査等、地域包括ケアに

不可欠な総合福祉相談事業等が予算措置された。タイ

ムリーかつ将来投資と担保のバランスのとれた予算とし

て評価する。

無所属　谷　新一議員

バランスのとれた予算を評価
賛
成

市長意見書
　民間企業等により開発さ
れた耐震工法は数多くある
が、埼玉建築設計監理協
会が策定したマニュアルに
基づいた耐震工法を選択
するのが最善と判断する。
また、待機児童解消は重要
な政策課題だが、この実現
には安全・安心な保育環
境の提供が不可欠である。
来年度、新たに４園の認可
保育所の建設を進め、定
員の拡大に努めていく。

請求代表者の意見
　大阪府の中核市、枚

ひらかた

方
市では軽量鉄骨の幼稚園・
保育施設13ヵ所で、独自
のマニュアルに基づく工法
を用いて耐震工事を実施
し、継続使用している。深
刻化する待機児童対策とし
て、同工法を採用すれば、
コストをかけずに廃止する
西・亀居の両保育所、さら
に亀久保・鶴ケ岡の保育所
も継続して活用できる。

直接
請求

平成 27 年度ふじみ野市新規採用職員研修

公明党　堀口修一議員

一人と向き合う市政に期待
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Q

提出議案と審議結果
◎全員賛成　○賛成多数　・否決

お答えします！ 議員のこと

私たち議員が市民の皆さんからよく聞かれる質問にお答えします。

研修会ってなぁに？

　議員力向上や見識を深めるために、研修会・
講演会に参加しています。全国都市問題会議
や全国市議会議長会主催の研修会には全国の
議員が参加し、意見交換をしています。
　民間機関主催の研修会では、まちづくり・
社会福祉・社会保障・インフラ整備等、専門
家から地域に生かせる政策に関する知識を学
んでいます。費用は政務活動費や公費が使わ
れます。
　そのほかに、先進地の視察を行っており、
実際にその地に行って取り組みなどを見て、
ふじみ野市にどう生かせるかなどを検討して
います。

議 案 審 議
本会議・各常任委員会での質疑をまとめてお知らせします。

　

生
き
が
い
学
習
に
関
す
る
事
務
を
、
教
育
部
か
ら
市
民
生
活
部
へ

と
移
行
す
る
も
の
で
す
。

●
主
な
質
疑

移
行
の
経
緯
は
。

ス
ポ
ー
ツ
分
野
を
教
育
部
局
か
ら
市
長

部
局
へ
移
行
し
た
際
、
生
涯
学
習
分
野
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
き
た
。

　

個
々
の
学
び
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
、
個

人
の
生
き
が
い
へ
と
つ
な
げ
る
仕
組
み
づ
く
り

を
行
っ
て
い
く
と
い
う
政
策
を
展
開
す
る
た
め

移
行
し
た
い
。

組
織
編
成
に
お
い
て
は
、
人
員
配
置
と
予

算
措
置
も
重
要
と
考
え
る
が
。

人
員
に
関
し
て
は
、
係
を
増
設
し
、
配
置

し
て
い
く
。
予
算
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

教
育
委
員
会
会
議
で
は
ど
の
よ
う
な
意
見

が
あ
っ
た
の
か
。

生
涯
学
習
の
推
進
に
関
し
て
は
、
市
長
部

局
と
教
育
部
局
と
が
連
携
し
、
進
め
て
い
く
よ

う
に
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

賛成多数で可決

「
学
び
」
が
よ
り
生
か
さ
れ
る
た
め

ふ
じ
み
野
市
行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正

全員賛成で可決

　

国
の
交
付
金
と
県
の
補
助
金
を
活
用
し
、
商
品
券
の
発
行
・
多

子
世
帯
へ
の
商
品
券
配
布
な
ど
、
市
内
経
済
を
活
性
化
す
る
事
業

が
行
わ
れ
ま
す
。

●
主
な
質
疑

商
品
券
の
発
行
総
額

及
び
発
行
時
期
は
。

３
億
２
０
０
０
万
円

分
の
販
売
を
予
定
し
て
い

る
。
こ
れ
に
国
・
県
か
ら

の
プ
レ
ミ
ア
ム
分
30
％
を

加
算
し
た
4
億
１
６
０
０

万
円
が
発
行
総
額
と
な

る
。
発
行
時
期
は
9
月
末

か
ら
10
月
初
旬
を
軸
に

商
工
会
と
調
整
中
。

商
品
券
に
よ
る
地
域

経
済
へ
の
効
果
を
ど
う
測

定
す
る
の
か
。

ど
う
い
っ
た
店
舗
で

い
く
ら
使
用
さ
れ
た
か
な

ど
の
統
計
情
報
を
ま
と
め

る
ほ
か
、
消
費
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
予
定
し
て
い

る
。

多
子
世
帯
へ
の
配
付

事
業
を
行
う
こ
と
と
し
た

経
緯
は
。

今
回
の
国
の
施
策

に
は
消
費
喚
起
と
あ
わ

せ
て
子
育
て
支
援
と

い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、

市
独
自
の
事
業
と
し
て

国
の
交
付
金
を
活
用
す

る
こ
と
と
し
た
。

　

一
定
要
件
を
満
た
す

家
庭
に
対
し
、
商
品
券

を
配
付
し
経
済
支
援
を

行
う
。

地
域・子
育
て
世
帯
に
経
済
支
援

シリーズ②

Q

…  平 成 27 年 度 予 算  ………………

○一般会計
○国民健康保険特別会計
○介護保険特別会計
○後期高齢者医療事業特別会計
○下水道事業特別会計
◎水道事業会計

…  平 成 26 年 度 補 正 予 算  ………

○一般会計（第８号）
◎一般会計（第９号）
○国民健康保険特別会計（第３号）
○介護保険特別会計（第４号）
○後期高齢者医療事業特別会計（第２号）
◎下水道事業特別会計（第３号）
◎水道事業会計（第１号）

… 　 条 例 の 制 定 　 …………………

○教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例

○子どものための教育・保育給付に係る利用者
負担額を定める条例

◎地域包括支援センターの職員等に係る基準を
定める条例

◎指定介護予防支援等の事業の人員及び運営等
の基準等を定める条例

○介護予防・日常生活支援総合事業の実施の猶
予に関する条例

○上下水道審議会条例
○教育振興計画策定委員会条例

○まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会条例

…　条　例　の　一　部　改　正　…………………

○行政組織条例

◎手数料条例
◎行政手続条例
○特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用

弁償に関する条例
○教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に

関する条例
◎男女共同参画推進条例策定検討委員会条例
○市立保育所の設置及び管理条例
○介護保険条例
◎特定目的借上公共賃貸住宅条例及びふじみ野

市営住宅条例
◎中高層建築物の建築に係る紛争の防止及び調

整に関する条例
○市民憩の森条例
◎職員の給与に関する条例
◎放課後子ども教室運営委員会条例
・  市立保育所の設置及び管理条例
◎市議会委員会条例

… 　 そ の 他 　 …………………

◎（仮称）ふじみ野市・三芳町環境センター整備・
運営事業建設工事請負変更契約の締結

◎道路線の認定
○市立上福岡図書館の指定管理者の指定

以上、可決

… 　 人 　 　 事 　 …………………

○教育長の任命　　　　　　　　　　　　　同意

… 　 意 見 書 　 …………………

・  景気回復のためにも消費税を10％に増税する
ことの中止を求める意見書

・  社会保障制度の改悪に反対する意見書
・  国会決議を守れない環太平洋パートナーシップ

（TPP) 交渉から撤退することを求める意見書
・  ブラック企業の規制等を求める意見書
・  原発の再稼働を行わず廃炉とし、再生可能エ

ネルギー普及促進を求める意見書
・  集団的自衛権行使容認の閣議決定を撤回し、

立法化を行わないよう求める意見書
・  沖縄県民の民意を尊重し、辺野古新基地建設

断念を求める意見書
以上、否決

シリーズ①は 36 号（前号）に掲載しています。

全国都市問題会議

ふじみ野市議会議員研修会

教えて、議員報酬等

問 退職金は。
答 ありません。
問 議員年金は。
答 現在はありません。平成23年に廃止され
ました。原則国民年金に加入しています。
問 新人と期数の多い議員との報酬の違いは。
答 ありません。
問 報酬はいくらですか。
答 報酬（歳費）はこの４月から引き上げられ、
月額38万２000円になりました。合併直
後の財政難もあって10年間据え置かれて
おり、県内で下から２番目の報酬額でした
が、今回、中くらいになりました。

問 議員報酬の決め方は。
答 特別職報酬等審議会の答申を受け、決定
されます。

問 政務活動費は第２の給料と言われ問題に
なっていますが、いくらですか。

答 1ヵ月１万円です。
問 政務活動費は何に使われますか。
答 視察に行ったり、民間機関の研修会に行っ
たりしています。使い道は条例で限定され
ており、残金がある場合は、市へ返還する
こととなっています。なお、不足分は私費
でまかないます。

問 政務活動費の使い道の公開は。
答 すべての領収証を添付してホームページ
で公開しています。



一 般 質 問
市
政
を
問
う
！
　
一
般
質
問
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
市
の
考
え
を
問
う
も
の
で
す
。
今

回
の
議
会
で
は
、
15
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
掲
載
し
た
内
容
は
各

議
員
本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。
な
お
、
全
て
の
質
問
と
回
答
は
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
会
議
録
で
閲
覧
で
き
ま
す
。︵
５
月
下
旬
掲
載
予
定
︶

ふ
じ
み
野
市
に
お
け
る

地
方
創
生
事
業
の
具
体
的

内
容
は
。

子
育
て
支
援
策
に
よ
る

少
子
化
対
策
や
健
康
増
進

策
に
よ
る
高
齢
化
へ
の
対

応
、
そ
し
て
地
域
経
済
へ
の

活
性
化
策
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。

市内にあるお菓子の直売所

学
習
支
援
な
ど
市
民
団

体
の
育
成
を
。

学
習
支
援
は
、
生
活
保

護
世
帯
の
中
学
生
・
高
校
生

を
対
象
に
県
が
実
施
し
て

い
る
が
、
平
成
27
年
度
は
生

活
困
窮
世
帯
ま
で
対
象
を

広
げ
市
の
委
託
事
業
と
し

て
実
施
す
る
。

生
活
困
窮
者
対
策

自
立
支
援
計
画
の
策
定

へ
の
対
応
は
。

経
済
的
に
困
っ
て
い
る

方
の
課
題
を
分
析
し
、
そ
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
、

福
祉
部
内
に
福
祉
総
合
支

援
チ
ー
ム
を
新
設
し
、
相
談

援
助
の
経
験
を
持
つ
職
員

公
共
下
水
道
の
整
備
方

針
は
。県

で
は
、
平
成
37
年
度

ま
で
に
生
活
排
水
処
理
人
口

１
０
０
％
達
成
を
目
標
と
し

て
い
る
。
本
市
で
は
、
平
成

30
年
頃
に
公
共
下
水
道
汚
水

整
備
計
画
を
策
定
し
、
地
区

別
説
明
会
の
中
で
負
担
額
や

使
用
料
を
示
し
て
い
き
た
い
。

大
井
坂
上
の
川
越
街
道

は
、
市
道
と
変
形
の
交
差
点

に
な
っ
て
お
り
、
混
雑
の
原

因
と
も
な
っ
て
い
る
。
整
備

方
針
は
。

川
越
街
道
の
歩
道
拡
幅

事
業
に
合
わ
せ
、
ス
ム
ー
ズ

な
交
差
点
形
状
と
し
て
い
く
。

国
道
２
５
４
号
バ
イ
パ

ス
周
辺
は
、
産
業
系
土
地
利

用
促
進
ゾ
ー
ン
と
さ
れ
て

お
り
、
将
来
に
備
え
た
基
盤

整
備
も
必
要
で
は
。

農
業
振
興
地
域
で
も
あ

り
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
感

じ
て
い
る
。
地
域
の
意
向
を

聴
取
し
、
可
能
性
を
探
り
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

教
育
に
新
聞
の
活
用
を

学
校
図
書
館
や
教
室
へ

の
新
聞
配
備
を
進
め
、
活
用

し
て
い
く
考
え
は
。

新
聞
の
重
要
性
は
大
き

い
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、

新
聞
に
は
様
々
な
論
調
が
あ

り
、
児
童
・
生
徒
に
与
え
る

影
響
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

教
育
に
は
常
に
慎
重
さ
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
更
な
る
活

用
と
同
時
に
十
分
な
慎
重
さ

を
も
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

商
店
会
の
活
性
化

地
産
地
消
を
推
し
進

め
、
商
店
会
の
活
性
化
を
図

る
た
め
に
、
商
店
会
と
連
携

し
て
﹁
軽
ト
ラ
市
﹂
の
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
は

ど
う
か
。

農
業
者
と
商
店
会
な
ど

が
連
携
し
て
地
域
振
興
を
図

る
取
り
組
み
は
大
変
重
要
で

あ
り
、
新
年
度
か
ら
定
期
的

な
開
催
に
向
け
て
関
係
機
関

と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

文
化
財
の
保
存

福
岡
三
丁
目
の
御
嶽
神

社
は
、
周
辺
か
ら
６
世
紀
ご

ろ
の
人
物
埴
輪
が
出
土
さ
れ

た
こ
と
な
ど
か
ら
前
方
後
円

墳
の
可
能
性
が
高
い
と
聞
い

て
い
る
。
文
化
財
と
し
て
保

存
で
き
な
い
か
。

事
業
者
か
ら
開
発
申
請

が
な
さ
れ
た
場
合
、
文
化
財

保
護
の
観
点
か
ら
保
存
に
つ

い
て
事
業
者
と
協
議
す
る
。

開
発
の
中
止
が
不
可
能
で
も

盛
土
に
よ
る
古
墳
の
保
護
、

ま
た
、
古
墳
等
が
あ
る
場
所

を
避
け
て
工
事
を
す
る
よ
う

設
計
変
更
を
お
願
い
す
る
な

ど
、
可
能
な
限
り
保
存
に
向

け
た
協
議
を
進
め
た
い
。

を
配
置
す
る
。
関
係
課
や
各

機
関
へ
の
連
携
の
調
整
を

行
い
、
包
括
的
か
つ
継
続
的

な
支
援
に
努
め
る
。

戦
後
70
年
に
ふ
さ
わ
し

い
平
和
事
業
の
実
施

市
民
参
加
に
よ
る
通
年

的
な
取
り
組
み
、
学
校
や
生

涯
学
習
に
お
け
る
平
和
事

業
の
充
実
を
。

平
成
27
年
度
は
、
公
募

に
よ
る
市
民
で
構
成
さ
れ

る
﹁︵
仮
称
︶
ふ
じ
み
野
市

平
和
記
念
誌
編
纂
委
員
会
﹂

を
設
置
し
、
市
民
の
戦
争
体

験
や
平
和
を
願
う
思
い
を

綴
っ
た
絵
画
・
作
文
を
記
念

誌
と
し
て
編
纂
し
て
、
後
世

に
語
り
継
ぐ
平
和
事
業
と

し
た
い
。

﹁
元
気
・
健
康
都
市
宣

言
﹂
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を

効
果
的
に
推
進
し
て
い
く

た
め
の
事
業
展
開
を
。

市
民
の
健
康
づ
く
り
に

対
す
る
気
運
を
盛
り
上
げ

る
た
め
に
、
６
月
に
﹁
ふ
じ

み
野
市
元
気
・
健
康
フ
ェ
ア
﹂

を
開
催
す
る
。
ま
た
、
健
康

マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
の
導
入

な
ど
も
、
今
後
検
討
す
る
。

い
じ
め
防
止
対
策

い
じ
め
防
止
条
例
制
定

に
向
け
た
考
え
方
は
。

子
ど
も
た
ち
や
市
民
の

声
を
条
例
に
盛
り
込
み
、
生

き
た
条
例
づ
く
り
の
た
め
に

幅
広
く
意
見
聴
取
を
行
い
、

そ
れ
を
反
映
さ
せ
る
よ
う
検

討
し
て
い
る
。

放
置
自
転
車
対
策

上
福
岡
駅
前
の
放
置

自
転
車
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
は
。

放
置
自
転
車
が
多
い
歩

道
上
に
は
、
以
前
よ
り
大
き

な
放
置
禁
止
シ
ー
ル
を
設
置

し
、
歩
道
上
の
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
の
再
塗
装
を
行
う
。
ま
た
、

商
業
施
設
の
管
理
組
合
と
の

協
議
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
市

と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、

放
置
自
転
車
対
策
に
取
り
組

災
害
時
に
は
地
域
の
情

報
が
必
要
。
昨
年
の
大
雪
、

台
風
で
市
か
ら
何
か
情
報
を

発
信
し
た
か
。

情
報
発
信
は
し
て
い
な

い
。
大
雪
の
後
、
職
員
行
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
し
た
。

災
害
時
は
市
民
も
不

安
。
被
害
が
な
く
て
も
情
報

発
信
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

乳
幼
児
連
れ
の
居
場
所
と
し

て
活
用
し
て
は
。

商
店
会
な
ど
が
自
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
開
設
す

る
場
合
に
は
、
空
き
店
舗
に

家
賃
な
ど
の
補
助
を
行
う
。

在
宅
介
護
の
駐
車
場

の
確
保
を

訪
問
看
護
師
や
ヘ
ル

パ
ー
が
駐
車
す
る
場
所
が
な

い
。
住
宅
密
集
地
の
空
き
家

を
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
に
で

き
る
よ
う
情
報
提
供
で
き
な

い
か
。

ま
ず
は
実
態
を
調
査
す

る
。直

売
所
を
観
光
資
源
に

市
内
や
近
隣
市
町
に
は

お
菓
子
工
場
な
ど
の
直
売
所

が
多
い
。
近
隣
と
連
携
し
、

直
売
所
め
ぐ
り
ガ
イ
ド
で
ま

ち
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
は
。

近
隣
一
体
に
集
客
力
を

持
た
せ
、
販
売
促
進
や
観
光

資
源
に
も
な
り
得
る
と
考
え

る
。
近
隣
市
町
と
連
携
し
な

が
ら
、
周
知
の
方
法
を
研
究

し
た
い
。

地
方
創
生
事
業
の
内
容
は

山
田
敏
夫
議
員

子
ど
も
の
貧
困
対
策

新
井
光
男
議
員

市
街
化
調
整
区
域
の
将
来

を
考
え
る

島
田
典
朗
議
員

市
民
の
健
康
づ
く
り

推
進
の
た
め
に

仙
田
　
定
議
員

災
害
時
の

情
報
提
供
体
制
は民部

佳
代
議
員

今
後
、
公
共
施
設
を
休

館
す
る
場
合
な
ど
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
ふ
じ
み
野
Ｆ

メ
ー
ル
な
ど
で
情
報
提
供

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

空
き
店
舗
を
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
に
活
用

空
き
店
舗
を
高
齢
者
や 放置禁止シール

大井坂上交差点付近

人物埴輪

学習講座「造
ぞうへいしょう

兵廠の学徒動員」

ん
で
い
き
た
い
と
の
回
答
を

得
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
の

中
学
生
な
ど
に
も
加
わ
っ
て

も
ら
い
、
自
転
車
利
用
者
へ

の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
き

た
い
。
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一 般 質 問 一 般 質 問

交
通
空
白
地
域
の
交
通

弱
者
対
策
は
喫
緊
の
課
題
。

循
環
バ
ス
の
拡
充
と
デ
マ

ン
ド
方
式
と
の
併
用
が
望

ま
し
い
。
三
芳
町
で
は
昨
年

９
月
か
ら
試
行
運
転
を
経

て
実
施
し
て
い
る
。
昨
年
の

調
査
で
見
え
た
実
態
は
。

高
齢
者
を
中
心
と
す
る

利
用
者
の
買
い
物
・
通
院
な

ど
の
外
出
目
的
に
合
致
し

た
運
行
方
式
を
考
え
な
が

ら
進
め
た
い
。

市
内
循
環
バ
ス
見
直
し

の
今
後
の
計
画
は
。

地
域
公
共
交
通
検
討
組

織
を
立
ち
上
げ
、
平
成
28
年

１
月
を
め
ど
に
実
証
運
行

を
行
う
。
定
時
定
路
線
型
と

デ
マ
ン
ド
型
を
組
み
合
わ

せ
た
運
行
方
式
、
小
型
車
両

の
検
討
な
ど
市
の
実
情
に

即
し
た
事
業
を
目
指
す
。

避
難
生
活
用
品
の
分
散

備
蓄
で
防
災
教
育
を

避
難
所
と
な
る
学
校
の

余
裕
教
室
を
活
用
し
、
資
機

材
や
避
難
生
活
用
品
の
分

散
備
蓄
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
が
あ
る
。
東
日
本
大
震

災
で
奇
跡
的
な
避
難
を
し

た
釜
石
市
の
小
中
学
生
は
、

日
頃
か
ら
の
防
災
教
育
が

活
き
た
結
果
と
な
っ
た
。
防

災
資
機
材
を
活
用
し
防
災

教
育
を
行
っ
て
は
。

学
校
の
余
裕
教
室
を
活

用
し
、
分
散
備
蓄
を
行
う
。

児
童
・
生
徒
が
災
害
用
備
品

を
目
に
し
、
使
い
方
を
知
る

こ
と
は
重
要
。
資
機
材
を
配

備
し
、
有
効
な
活
用
で
意
識

を
高
め
る
よ
う
指
導
す
る
。

新しい保育園が４月１日オープン

デ
マ
ン
ド
交
通
と
の
併
用

で
見
直
し
を

伊
藤
美
枝
子
議
員

手話による窓口での会話

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

は
じ
め
、
市
内
に
は
多
彩
な

民
間
の
福
祉
力
が
生
ま
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
総
合

的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
べ

き
で
は
。

高
齢
者
人
口
は
団
塊
世

代
が
75
歳
以
上
に
な
る

２
０
２
５
年
に
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
市
民
力
・
地
域
力
は
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
欠
か
せ
な
い
。
介
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
１
５
０

人
が
登
録
し
て
い
る
が
、
さ

ら
に
関
心
を
持
つ
高
齢
者

が
増
え
る
の
を
期
待
し
て

い
る
。

鶴
ケ
舞
二
丁
目
の
大
規

模
店
舗
跡
地
に
新
店
舗
が
出

店
予
定
で
あ
る
が
、
付
近
の

交
通
安
全
対
策
は
。

通
学
路
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
搬
入
車
両
や
買
い
物
客

の
車
の
出
入
り
が
計
画
さ
れ

て
い
る
箇
所
に
対
し
、
十
分

な
安
全
対
策
を
行
う
よ
う
に

指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、
今

後
も
交
通
状
況
を
見
な
が

ら
、
安
全
の
た
め
の
対
応
を

行
う
。

雨
水
対
策

関
越
自
動
車
道
西
側
県

道
周
辺
の
雨
水
対
策
は
。

雨
水
調
整
池
を
整
備
す

る
た
め
、
こ
の
地
区
の
浸
水

被
害
が
大
き
く
軽
減
さ
れ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
県

で
は
、
雨
水
対
策
が
さ
れ
て

い
な
い
住
宅
に
浸
透
枡
を
設

置
す
る
予
定
で
あ
り
、
今
後

も
県
と
連
携
し
て
浸
水
被
害

の
軽
減
に
努
め
て
い
く
。

農
業
政
策

今
後
の
市
の
農
業
政
策

は
。

﹁
生
分
解
性
マ
ル
チ

フ
ィ
ル
ム
﹂
購
入
へ
の
補
助

を
実
施
し
、
環
境
負
荷
の
軽

減
と
農
作
業
の
簡
略
化
に
つ

な
げ
る
。
ま
た
、
高
齢
化
や

担
い
手
不
足
解
決
の
た
め

﹁
人
・
農
地
プ
ラ
ン
﹂
を
広
げ
、

さ
ら
に
﹁
農
地
台
帳
シ
ス
テ

ム
﹂
の
導
入
に
よ
り
農
地
の

集
約
化
・
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
に
結
び
つ
け
て
い
く
。

社
会
福
祉
法
人
の

　

社
会
貢
献
活
動

彩
の
国
安
心
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
事
業
が
、
社
会

福
祉
法
人
の
社
会
貢
献
活

動
と
し
て
始
ま
っ
て
い
る

が
、
市
と
し
て
連
携
す
べ
き

で
は
。同

事
業
は
生
活
困
窮
者

か
ら
の
総
合
的
な
相
談
を

受
け
、
必
要
に
応
じ
て
経
済

的
支
援
を
行
う
も
の
で
、
同

事
業
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
機
関
と
の
連
携
、
新
た

な
社
会
資
源
の
創
出
を
図

り
た
い
。

広
く
市
民
に
周
知
す
る

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う

な
活
用
が
考
え
ら
れ
る
の

か
。

失
業
後
や
虐
待
Ｄ
Ｖ
被

害
な
ど
に
よ
る
避
難
直
後
の

緊
急
的
な
相
談
の
場
合
な

ど
、
民
間
に
よ
る
機
動
的
な

事
業
が
有
効
な
場
合
が
あ

る
。
今
後
市
民
へ
の
周
知
を

行
い
、
庁
内
組
織
間
で
連
携

を
図
る
。

市
内
の
現
状
は
。

性
的
少
数
者
に
対
し
て

実
態
把
握
は
し
て
い
な
い

が
、
調
査
で
は
国
内
人
口
の

約
５
％
と
推
定
さ
れ
、
そ
の

う
ち
８
割
が
ト

※

ラ
ン
ス
ジ
ェ

ン
ダ
ー
と
推
定
さ
れ
る
。

市
は
ど
ん
な
配
慮
を
し

て
い
る
か
。

一
定
要
件
に
該
当
す
る

場
合
、
戸
籍
上
の
性
別
記
載

を
変
更
し
て
い
る
。

貧
困
の
連
鎖
を
断
ち

切
る
た
め
に

子
ど
も
の
情
報
を
一
番

得
や
す
い
の
は
教
員
で
あ

る
。
そ
の
情
報
を
福
祉
に
つ

な
げ
て
、
子
ど
も
を
守
れ
な

い
か
。

教
員
力
を
生
か
し
校
内

で
得
た
情
報
の
共
通
理
解
を

行
い
、
組
織
的
に
解
決
を

図
っ
て
い
く
。
定
期
的
に
要

保
護
児
童
地
域
対
策
協
議
会

を
開
催
し
、
支
援
方
法
の
検

討
を
行
っ
て
い
く
。

さ
ら
な
る
市
民
力
で

地
域
力
を

保
育
所
廃
止
問
題
で

は
、
そ
の
経
緯
が
市
民
に
十

分
伝
わ
ら
ず
、
限
り
な
く
う

そ
に
近
い
と
思
わ
れ
る
情
報

が
飛
び
交
っ
た
。
市
民
力
・

判
断
力
が
あ
れ
ば
、﹁
子
育

て
す
る
な
ら
ふ
じ
み
野
市
﹂

と
い
う
印
象
を
下
げ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
情
報
ギ
ャ
ッ

プ
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
も
ち
ろ
ん
、
行
政
の
担
い

手
と
し
て
、
丁
寧
に
説
明
を

し
て
い
く
こ
と
で
ギ
ャ
ッ
プ

が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
て
い

く
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ

ブ
レ
ッ
ト
か
ら
、
市
報
の
閲

覧
可
能
な
仕
組
み
の
導
入
を

進
め
て
い
る
。

小
中
学
校
で
の
手
話
体

験
学
習
の
実
施
を
。

現
在
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
で
手
話
を
学
ん
だ

り
、
手
話
で
の
あ
い
さ
つ
や

歌
を
歌
っ
た
り
す
る
な
ど
、

体
験
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
も
障
が
い
の

あ
る
方
と
と
も
に
学
ぶ
機

会
を
増
や
し
て
い
く
。

手
話
通
訳
者
の
増
員

を
。

現
在
、
正
規
職
員
の
手

話
通
訳
士
が
1
人
い
る
が
、

資
格
を
持
っ
て
い
る
者
の

一
般
事
務
職
採
用
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

要
約
筆
記
養
成
講
習
会

の
実
施
を
。

平
成
20
年
度
か
ら
3
年

間
、
近
隣
市
町
と
合
同
で
講

習
会
を
開
催
し
た
が
、
現
在

開
催
し
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
。
今
後
、
県
で
実
施
し

て
い
る
講
習
会
を
案
内
す

る
よ
う
に
し
て
い
く
。

さ
ら
な
る
機
能
発
揮

を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
派
遣
事
業
所
と
し
て

高
齢
者
の
就
労
拡
大
を
。

す
ぐ
に
派
遣
事
業
に
切

り
替
え
る
の
は
困
難
で
あ
る

が
、
介
護
予
防
事
業
、
生
活

支
援
事
業
な
ど
を
は
じ
め
、

新
規
事
業
等
に
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
派
遣
の
活
用

を
検
討
し
て
い
く
。

民
間
の
福
祉
力
を

も
っ
と
活
用
し
て
は

鈴
木
啓
太
郎
議
員

新
店
舗
出
店
に
伴
う

　
　
　

積
極
的
な
交
通
安
全
対
策
を

有
山
　
茂
議
員

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
性
的
少
数
者
）

へ
の
理
解
を

田
村
法
子
議
員

聴
覚
障
が
い
の
方
の
環
境

整
備

岸
川
彌
生
議
員

※トランスジェンダー…性同一性障害のひとつ。身体の性と心の
性が一致しないが、外科的手術などは望まない人。

防災倉庫の内部

地域農業の未来を描く

ふじみ野市議会だよりがス
マートフォン、タブレット
で読めるようになりました。App Storeや
Google playから、「i広報紙」というアプリ
をインストールしてご利用いただけます。
【注意】紙面の閲覧中に広告が表示されることがありま
す。アプリ、広報紙のダウンロードにはデータ通信料
が発生します。

お 知 ら せ
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一 般 質 問 一 般 質 問

歩道の狭い三ケ島街道

す
べ
て
の
会
計
の
未
収

金
額
は
約
35
億
円
。
こ
の
う

ち
市
税
を
除
い
た
税
外
債
権

は
約
23
億
円
に
な
る
。
債
権

回
収
の
新
た
な
セ
ク
シ
ョ
ン

や
徴
収
の
一
元
化
、
債
権
管

理
条
例
の
制
定
が
必
要
で
は
。

県
内
先
進
地
の
状
況
や

横
断
的
組
織
も
視
野
に
入

れ
検
討
す
る
。
そ
の
中
で
債

権
管
理
条
例
も
検
討
す
る
。

「
学
ぶ
」
と「
働
く
」　

を
つ
な
ぐ
教
育
を

職
業
体
験
だ
け
で
は
な

く
、
も
う
一
歩
進
ん
だ
キ
ャ

リ
ア
教
育
が
必
要
で
は
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
効
果

を
高
め
る
た
め
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
活
用
を
考
慮
し
、
生
徒
の

持
つ
多
様
な
能
力
を
発
揮

さ
せ
た
い
。
ま
た
、
教
員
の

研
修
会
も
検
討
す
る
。

つ
な
が
り
強
化
を

高
齢
者
が
紙
芝
居
や
竹

と
ん
ぼ
づ
く
り
を
子
ど
も

に
教
え
る
こ
と
で
、
多
世
代

間
や
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
図
っ
て
は
。

多
世
代
間
交
流
は
重
要

と
考
え
る
。
学
校
の
余
裕
教

室
な
ど
を
活
用
し
た
開
催

を
研
究
し
た
い
。

有
効
な
誘
致
戦
略
を

埼
玉
県
で
は
、
先
端
産

業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

絡
め
た
助
成
金
が
あ
る
。
当

該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
助
成

金
と
絡
め
た
企
業
誘
致
の

展
開
を
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
合
致

し
た
よ
う
な
企
業
誘
致
を

積
極
的
に
進
め
、
制
度
を
最

大
限
活
用
し
て
い
き
た
い
。

改修が待たれる江川緑道
広
域
ご
み
処
理
施
設
整

備
に
関
す
る
協
定
書
に
う

た
わ
れ
る
﹁
福
岡
江
川
脇
の

道
路
用
地
に
湧
水
を
利
用

で
き
る
施
設
﹂
と
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い

る
か
。現

時
点
で
は
具
体
化
し

て
い
な
い
が
、
早
い
時
期
に

具
体
化
す
る
よ
う
清
掃
セ

ン
タ
ー
対
策
協
議
会
と
引

き
続
き
協
議
し
て
い
く
。

福
岡
江
川
の
湧
水
群
を

周
辺
地
域
と
一
体
と
な
っ

て
活
用
す
る
面
的
整
備
事

業
の
考
え
は
。

今
後
、
周
辺
地
域
と
と

も
に
親
水
空
間
の
保
全
と

保
育
所
入
所
希
望
者
が

１
年
間
で
１
５
０
人
増
え
て

い
る
。
今
後
３
年
間
の
保
育

所
整
備
計
画
は
。

平
成
27
年
度
に
４
園
整

備
を
予
定
し
て
い
る
が
、
そ

の
後
の
整
備
計
画
は
な
い
。

し
か
し
、
保
育
所
は
ま
だ
不

足
し
て
い
る
の
で
、
申
し
込

み
状
況
や
転
入
児
童
数
を
注

視
し
、
検
討
し
て
い
く
。

公
立
保
育
所
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

公
立
も
民
間
も
同
じ
認

可
保
育
所
と
し
て
、
児
童
福

祉
法
第
24
条
が
求
め
る
保
育

を
行
う
も
の
と
考
え
て
い

る
。住

み
続
け
ら
れ
る
家

賃
補
助
を

家
賃
が
高
い
た
め
に
、

霞
ケ
丘
・
上
野
台
団
地
か
ら

転
居
す
る
高
齢
者
が
増
加
し

て
い
る
。
家
賃
補
助
を
で
き

な
い
か
。

貸
し
主
で
あ
る
都
市
再

生
機
構
で
行
わ
れ
る
べ
き
で

あ
り
、
補
助
は
考
え
て
い
な

い
。校

庭
の
砂
ぼ
こ
り
対

策
は校

庭
の
土
の
入
れ
替
え

や
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
設
置

を
し
て
は
。

多
額
の
経
費
が
必
要
と

な
る
。
砂
ぼ
こ
り
対
策
と
し

て
は
、
各
学
校
で
散
水
や
塩

化
カ
リ
ウ
ム
の
散
布
を
し
て

い
る
。

三
ケ
島
街
道
の
歩
道

整
備三

角
小
学
校
の
通
学
路

と
し
て
、
歩
道
が
狭
く
危
険

で
あ
る
。
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
歩
道
の
拡
幅
が
で
き
な
い

か
。

学
校
と
協
議
し
な
が

ら
、
県
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

設
置
や
道
路
拡
幅
を
引
き
続

き
要
望
し
て
い
く
。

活
用
を
進
め
る
た
め
研
究

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。駒

西
小
学
校
周
辺
の

安
全
対
策
を

駒
西
小
学
校
周
辺
の
交

通
安
全
対
策
と
し
て
市
道

第
２
６
２
号
線
の
歩
道
拡

幅
の
予
定
は
。

来
年
度
実
施
す
る
ふ
じ

み
野
市
総
合
都
市
交
通
体

系
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

整
備
手
法
等
を
検
討
す
る
。

旧
児
童
館
脇
の
交
差

点
に
信
号
機
設
置
を

県
道
東
大
久
保
ふ
じ
み

野
線
と
市
道
第
２
８
２
号

線
︵
旧
第
３
児
童
館
脇
の
道

路
︶
の
丁
字
交
差
点
に
信
号

機
を
設
置
す
る
予
定
は
。

東
入
間
警
察
署
に
﹁
押

し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
﹂
の
設

置
要
望
を
既
に
行
っ
て
い

る
が
、
引
き
続
き
要
望
し
て

い
く
。

運
行
改
善
の
実
施
時
期

と
、
交
通
権
を
保
障
す
る
た

め
の
財
源
拡
充
は
。

平
成
28
年
１
月
に
実
証

運
行
の
予
定
で
、
経
費
の
効

率
化
と
事
業
の
効
果
を
考

え
て
実
施
す
る
。

指
定
管
理
者
に
よ
る

市
立
図
書
館
の
管
理

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
、

資
料
収
集
や
歴
史
の
継
承

な
ど
、﹁
指
定
管
理
﹂
で
議

会
ご
と
に
指
摘
し
て
き
た
。

今
回
の
協
定
で
改
善
が
さ

れ
て
い
る
か
。

従
業
員
の
雇
用
は
会
社

内
の
問
題
な
の
で
、
関
知
す

る
も
の
で
は
な
い
。

江
川
緑
道
整
備

﹁
江
川
緑
道
維
持
管
理

計
画
﹂策
定
時
期
は
。
ま
た
、

当
面
の
修
繕
は
ど
う
か
。

い
ず
れ
進
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。
樹
木
剪
定
は
実

施
し
て
い
て
、
必
要
な
場
所

の
修
繕
も
行
っ
て
い
く
。

県
道
東
大
久
保
ふ
じ

み
野
線
の
交
通
安
全

県
道
東
大
久
保
ふ
じ
み

野
線
の
交
通
安
全
対
策
は
。

駒
林
ヤ
オ
コ
ー
前
の
交

差
点
は
、
工
作
物
撤
去
に

入
っ
た
。丸
山
踏
切
拡
幅
と
、

丸
山
踏
切
か
ら
か
す
が
保

育
園
ま
で
の
歩
道
整
備
は
、

市
と
し
て
も
県
に
働
き
か

け
て
い
る
。

Ｗワ
イｉ-

Ｆフ
ァ
イｉ
ス
ポ
ッ
ト

設
置
に
関
す
る
対
応

図
書
館
な
ど
の
公
共
施

設
や
災
害
時
の
避
難
場
所

な
ど
へ
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
ス

ポ
ッ
ト
設
置
は
。

設
置
に
向
け
て
、
主
な

公
共
施
設
で
の
利
用
率
な

ど
を
調
査
し
、
通
信
会
社
と

協
議
す
る
。

第
６
期
介
護
保
険
計
画

で
、
介
護
保
険
料
は
低
所
得

者
の
負
担
軽
減
を
図
る
な
ど

応
能
負
担
に
す
べ
き
。
５
億

円
も
の
基
金
を
抱
え
な
が

ら
、
保
険
料
を
な
ぜ
上
げ
る

の
か
。国

の
標
準
は
９
段
階
だ

が
、
当
市
は
15
段
階
に
し
て

低
所
得
者
の
負
担
軽
減
を

図
っ
た
。

国
保
税
の
引
き
下
げ
を

国
保
会
計
の
基
金
が

３
億
４
千
万
円
も
あ
り
被
保

険
者
一
人
あ
た
り
の
基
金
残

高
が
１
万
２
千
円
あ
る
の

に
、
な
ぜ
高
す
ぎ
る
国
保
税

を
引
き
下
げ
ら
れ
な
い
の

か
。

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

可
能
な
制
度
に
し
て
い
く
た

め
、
引
き
下
げ
は
難
し
い
。

基
金
は
支
払
い
資
金
の
不
足

に
充
て
る
も
の
で
あ
る
。

空
き
家
対
策

空
き
家
対
策
特
別
措
置

法
が
施
行
さ
れ
る
の
で
、
市

と
し
て
も
新
た
な
展
開
を
。

実
態
調
査
方
法
は
国
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
関

係
部
署
と
協
議
・
研
究
し
て

い
く
。

交
通
安
全
対
策
を

三
芳
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
の
大
型
車
出
入
り
は
中

止
を
要
請
す
べ
き
で
は
。

三
芳
町
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。

﹁
ゾ
ー
ン
30
﹂
実
施
の

徹
底
を
。

宅
配
業
者
に
は
市
が
直

接
啓
発
し
て
い
く
。
路
面
標

示
は
市
が
警
察
と
協
議
し
て

い
く
。

交
通
権
を
保
障
す
る
た
め

の
財
源
拡
充
は足立

志
津
子
議
員

低
所
得
者
の

介
護
保
険
料
負
担
軽
減
を塚

越
洋
一
議
員

広
域
ご
み
処
理
施
設
の

周
辺
整
備
は

谷
　
新
一
議
員

よ
り
適
正
な
債
権
管
理
を

小
林
憲
人
議
員

今
後
の
保
育
所
整
備
計
画

は

伊
藤
初
美
議
員

企業誘致候補の国道
254 号バイパス沿い
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平成27度事業編集委員が

直撃インタ
ビュー

あなたの意見を
聞かせてください

　児童発育・発達支援センター

フクトピアにオープンする同センターには、お子さん
の発育・発達に悩むたくさんの相談が寄せられます。

発達はお子さん一人ひとりで違うものです。家族の
方に必要な情報を提供できるように、地域との連携
を密にして取り組んでいきます。（岩長さん 左）
このセンターはこれまでふじみ野市になかった新し
い社会資源です。お子さんのことを一人で抱え込ま
ずに、いつでも相談に来てください。（吉川さん 右）

センター職員のお２人に（フクトピアにて）

　プレミアム付き商品券発行事業

商工会を通じて、プレミアム付き商品券を、
総額４億1600万円分発行します。

問　プレミアム付き商品券が発行される予定です
が、購入しますか。
答　３割もプレミアムが付くのはすごくお得です
ね。買いたいと思います。楽しくお買い物ができ
るし、何か大きな買い物する場合は、特にうれし
いですね。
問　多子世帯で一定の要件を満たすと、商品券の
給付もあるんですよ。
答　お子さんが多い家庭では、こまごまとしたも
のでも、何かと出費もあるので助かりますよね。

　認可保育園の建設補助

待機児童の解消と保育サービスの充実を図るために
民間保育園４園の建設に補助を行います。

経験豊かな保育士による保育を実践したいですね。
補助単価も増額されましたが、経営を考えると、ま
だまだ現状は厳しいですね。ボーナスも給与もでき
るだけ引き上げていきたいです。

園長の小林さんに
（亀久保ひまわり保育園にて）

今年成人となった私たちが率先し、盛り上げていく
ことを目指しています。県内外から「ふじみ野市で
しょ？　知ってるよ！」と言われるような、自慢で
きる場所としたいです。（伊藤さん 中央）
ふじみ野市の魅力を発信する企画を準備しています。
市民のみんなが魅力を語れる未来を夢見て、頑張っ
ていきます。（照井さん 右）

1/2成人式企画委員会のお２人に

　ふじみ野市誕生10周年記念事業

10月に行われる記念式典のほか、年間を通してふじみ野市の
10周年を祝うさまざまなイベントが開催されます。

お買い物に出かける方に
（上福岡駅西口駅前広場にて）

　福祉総合支援事業

４月からスタートした福祉総合支援チームで
新しい地域福祉が始まります。

　市内循環バスの見直し

今後の運行体系などについて、昨年度に実施したア
ンケート結果などを踏まえ、見直しを行います。

私は80歳になる一人暮らしです。市内循環バスは
ほとんど毎日、雨の日も雪の日も利用しています。
私の楽しみはバスに乗って、食事や買い物をするこ
とです。家に閉じこもらないように人と会い、おしゃ
べりもしたいです。これからもバスは私の足となっ
てくれるでしょう。

鶴ケ岡在住の樋口さんに
（バス停付近にて）

　大井弁天の森用地取得

弁天の森を特別緑地保全地区に指定して、計画的
に土地を購入し管理していくことになりました。

こういった土地は計画的に市で管理していった方が
よいと思います。是非、次世代によい形で残してほ
しいです。また、桜のシーズンになると混雑するの
で、駐輪場・駐車場の整備をしていただけるとあり
がたいです。

散歩中の山﨑さんに
（大井弁天の森にて）

市民相談・人権推進室長として勤務した経験から、
多くの問題を抱える相談では、生活全体を総合的に
支援する必要を感じてきました。この支援チームは、
生活困窮など、さまざまな困難や不安を抱えている
人の生活再建や就労支援など総合的な支援のコー
ディネーター役として問題解決をサポートしていき
たいと考えています。

福祉総合支援チームリーダーに就任
した熊木さんに（左奥）

にぶんのいち
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編集委員が
インタビュー

！

ご協力：鶴ケ岡の杉渕重範さん

　選挙も終わり、新たなメンバーでふ

じみ野市議会がスタートしていることで

しょう。議会広報紙は改選時期だけは未発行でした。平成23年、

前回の改選時は東日本大震災という未曽有な状況に、未発行は仕

方のないことと思いました。

　さて、今回発行するにあたり選挙運動で忙しい委員さんも文句

１つ言わず、莫大な資料を基に記事を仕上げてくださったことに

感謝いたします。「お気づきでしょうか？」議会広報という平等の

精神のもと、議員の写真を必ず１ヵ所入れようと進めました。

　今議会は直接請求もあり、議会は毎回何が起

こるかわからないという経験ができたことも私

の人生における宝物です。

 （五十嵐正明）

議会だよりは、ふじみ野市のホーム
ページからも閲覧できます。
市議会の議事録も見られます。

http://www.city.fujimino.
saitama.jp/assembly/

　　　　　　　　：6月　2 日午前9:30〜

請願締め切り予定：5 月22 日午前 10:00

傍聴をお待ちしています

編集後記

小１から習字を習ってきました。今回初めて行
書にチャレンジしてみました。もっといろいろ
な字を書いてみたいです。

表紙の題字を書いてくれた人
花の木中１年　仁村水咲さん

次 の 定 例 会 の
開 会 予 定

議会広報常任委員会

委 員 長　田村　法子 副委員長　小林　憲人
　委　員　島田　典朗 　委　員　鈴木啓太郎
　委　員　仙田　　定 　委　員　伊藤　初美
　委　員　五十嵐正明　　

３月定例会の傍聴者は 58 人でした。

自転車屋さんにはどうしたらなれますか。

修理や点検をするには、自転車技士の資格が
必要です。試験では制限時間内に自転車を組

み立てなければなりません。技士が整備した自転
車にはＴＳマーク（保険付き）が貼られます。

やりがいを感じるときは。

　修理した後に「調子いいよ」と声をかけても
らったときです。

自転車を長持ちさせる秘訣は。

　最初はちょっと高いと思っても国産の良いも
のを選んでほしいです。点検も年に１度は必
要です。10年も20年も乗れますよ。

昔からの自転車店が少なくなりましたが。

　修行に年数がかかり、経営も大変で後継者が
いません。県内でも毎年十数店が廃業してい
ます。同業者同士、技術面で助け合いながら
商売を続けています。

表紙：働く人シリーズに寄せて

自転車屋さんに伺いました

上福岡公民館で開催します

　　　　　　　　：5月19日午前9:30〜
次 の 臨 時 会 の
開 会 予 定


